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(意訳)権 力を振るつている者に走 り寄 り、勢力のある人に付き従 うことから生ずる禍は、
相手が失脚 したときには極めて悲惨なものであり、またそれは非常に速 くやってくる。
これに対 して、無欲の心の安 らかさを棲み家 として、気楽な生き方を守るとい う生活を
送る味わいは、きゎめて淡自であり、かつまたその楽 しみは永 く続 く。

(余説) 権力に取 り入 り媚びへつらうことをやむなしとする立場の人もあるでしょうが、
その危 うさを戒めています。古人は「座を替えれば人皆同じ」と教えます。その席に座 ら
な
変aた か座れなかった者が他者を責めることは、慎むべきだと考えます。
悟淡 として気楽に生きる道を選べた人は、それだけでも幸せな人生だった言えるのでは
ないでしょうか。耳日口腹などの欲望にひかれては、存分の精神修養などできません。

惨 粉 『孟子』尽心章句下 「孟子曰く、心を養
η、鱗懃

より善きは彙 し。其の人 となり

寡欲なれば、存せざる者有 りと雖 も寡なし。其の人 とな り多欲なれば、
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(意訳) 火のように激 しく燃え上がる色情も、その時ほんの少 しでも、病気に罹かった時
お こ

のことを考えたならば、興 り立つ情念もたちまちさめて冷えた灰のようになるであろう。
また、名誉や利益は誰にでも飴のように甘いものであるが、ほんの少 しでも死んだ時の
ことを考えたならば、その興味も、蟷を噛むような味気なさに変わるであろう。
したがつて、人は常に死について心をいため、病気になった時を意識 しておれば、色情
や名誉や利益のような幻のごときものに惑わされることもなく、真理を追求する志を育て、
持続することができるであろう。

(余説) このことはよく分かつているつもりでも、凡人には難 しい課題であることは、毎
日のニュースで分か ります。親鸞聖人も情欲には悩まされ、打ち勝つのは難 しかったよう
です。荘子は 「名誉や利益に前にしては、聖人でさえもそれに打ち勝つことは難 しい」、
孟子も「食欲 と性欲は人間の本性である」と書いています。

だからこそ、病気になったときや死ぬことについて考えることを薦めています。ラテン

語のメメン ト・モ リは、「自分がいつか必ず死ぬことを忘れるな」「死を記憶せよ」 とい

う意味の警句です。現在のわが国では 「生きる力」が強調 されますが、避けることのでき

ない 「死」について考え学ぶことは重要です。お盆や彼岸は死を考えるよい機会です。

(参考) 荘子・内篇人間世  「名実は聖人だも勝つ能わざる所なり」
論語。子零篇  「子曰く、吾れ未だ徳を好むこと色を好むが如 くなる者を見ず」
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1 3 先を争 うの径路は窄し。 退 き後るること一歩ならば、自ずか ら一歩を寛平  |
|  にす。濃艶の滋味は短 し。清淡なること一分な らば、自ずか ら一分を悠 長にす。 |
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(意訳) 人と争って先んじようとすると狭い道はますます狭 くなる。一歩だけ退いて人に
譲つて通るようにすれば、その分だけ広 く平らになつて通 りやすくなる。

どんなに美味 しくても、こつて りしす ぎた味にはす ぐに飽 きが くる。ほんの少 しで

も軽 く淡 白な味にすれば、その分だけ味わい も自然 に永続 きして楽 しめるものだ。

(余説) このことは、「急がば回れ」や 「負けるが勝ち」のような逆説にも間こえますが、
仕事や趣味など生き方全体について適用できることだと思われます。また、私たちには、

駅などの階段やエスカレーターで、われ先にと争って昇降するせつかちな光景が見られる

反面、きちんと列を作って並ぶ美点も備えている国民性もあるところです。

(参 考)菜根諄前集 13「 径路の窄き処は、一歩を留めて人の行くに与え、滋味の 濃 かなるもの
は三分を減じて人の 嗜 むに譲る。此れは是れ、世の渉る一の極安楽の法なり」

お

前集 17「世 に処 るには、一歩を譲 るを高 しとなす。歩を退 くは、即ち歩 を進む
ちようほん

るの張 本な り」

老子第 7章 「聖人は、其の身 を後に して身先ん じ、其の身 を外に して身存す」
(考慮の外) (存続する)
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(意訳) 忙 しい時にその本性 を乱 し慌てふためきた くない と思 うのであれば、ゆつた りと
した暇な時の心持 ちを しつか りと養っておかねばな らない。

死ぬ間ぎわになってその心を動揺 させ取 り乱 した くない と思 うのであれば、ふだんから

物事や身体の在 り方を しつか りと見極めておかねばな らない。

(余説) 何事 も普段の心がけが肝心です。 しか し、分かつていても難 しいのが人情です。
いつきゆうそうしゆん    せんがい

一体 さん と呼ばれる室町時代の僧。一 体 宗 純 と、仙圧 さんと愛された江戸時代博多の
せんがいぎばん                            . . . . . .

聖福寺の僧・仙圧義梵の臨終間際の言葉は、どちらも「死にとうない」だそ うです。二人

とも臨済宗ですが、修行 と徳を積んだ二人が、なぜこうい う言葉を残 したのかは諸説があ

るようです。例えば、最後まで 「死にとうない」と踏ん張るのは勇気のいることで、あき

めることなく、人として生き人として逝く事は、達観 した人にしかできないなどです。

やや、「柄の無い所に柄をすげる」や 「理屈 と膏薬はどこへでもつく」感 じもします。

自分の死は初体験ですので、その時にどうなるのか予想できませんが、「死にとうない」

と慌てふためくのも、悟 りなど不可能な自分には相応 しいのではないかと思います。

(参考)論語。里仁 「子曰く、 朝 に道を聞かばタベに死すとも可なり」

※ 残 りのいのちをどう生きて、最後の時をどう迎えるか、のためにお薦めの本です。
「おとなのいのちの教育」水野治太郎 。日野原重明・アルフォンス・テ―゙タン編著 (河出書房新社 )

「旅立ちの朝に」曽野綾子・アルフォンス・テ―゙ケン (新潮文庫 )
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